
 

 

 

 

  

景気観測調査（ＤＩ方式）報告 
 

令和６年（2024 年）７月分 

 

 

 
    7 月実績は、製造業、非製造業ともに悪化を示したため、総合で 1.4 ポイント悪化する結果となっ

た。 

 

 

 
 

 

  

 

 

景気観測調査の結果は、当所ホームページ、 

 所報「商工ふくやま」でもご覧いただけます。 
 

https:/www.fukuyama.or.jp/ 

 

                                                      

   

 

   

            

 

 

    福山商工会議所 
担当：総務課 TEL:084-921-2345 

総  合   △3.5 

製 造 業      △6.5 

非製造業     △1.2 



■ 調査の概要 

１．調査方法  FAX または E-MAIL によるアンケート調査 

２．調査内容  ①景況のほか、生産額・売上額など 10 項目について、 

令和 6 年 7 月の状況を前年同月と比較 

②同一項目における令和 6 年 8 月～令和 6 年 10 月の 

先行き見通しを令和 6 年 7 月と比較 

３．調査時期   7 月中旬～下旬 

４．調査対象   164 社（製造業：67 社、非製造業：97 社） 

５．回収状況    回答 144 社（製造業：61 社、非製造業：83 社） 

         （回収率 総合：87.8％、製造業：91.0％、非製造業：85.6％） 

 

 

 

１．ＤＩ方式について 

 

ＤＩ(ディフュージョン・インデックス)は、各調査項目についての判断の状況を示す。 

 

ゼロを基準として、 

プラス値は、景気の上向き傾向（良い）を表す回答の割合が多いことを示し、 

マイナス値(△)は、景気の下向き傾向（悪い）を表す回答の割合が多いことを示す。 

 

ＤＩ＝（増加・好転など「良い」の回答割合）－（減少・悪化など「悪い」の回答割合） 

 

（注）原材料・商品仕入価格：ＤＩ＝（下降）－（上昇） 

製品・商品在庫：   ＤＩ＝（不足）－（過剰） 

従業員数：      ＤＩ＝（不足）－（過剰） 

 

２．符号について 

△  マイナス 

―  回答数少数につき秘匿 

＊  その業種に対して調査せず 

 

 



１．景況の総括

業種別景況Ｄ Ｉ

R6.5 R6.6 R6.7 回答社数構成比（％） R6.6～R6.8 R6.7～R6.9 R6.8～R6.10 回答社数構成比（％）

実績 実績 実績 好転 横ばい 悪化 先行き見通し 先行き見通し 先行き見通し 好転 横ばい 悪化

△ 0.7 △ 2.1 △ 3.5 8.3 79.9 11.8 △ 0.7 4.2 3.5 10.4 82.6 6.9

0.0 △ 5.0 △ 6.5 6.6 80.3 13.1 0.0 5.0 △ 3.3 3.3 90.2 6.6

機械 0.0 7.2 7.7 15.4 76.9 7.7 0.0 7.1 7.7 7.7 92.3 0.0

金属 △ 12.5 △ 25.0 △ 12.5 0.0 87.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

食品 40.0 16.7 16.7 16.7 83.3 0.0 20.0 16.7 16.7 16.7 83.3 0.0

繊維 0.0 33.3 0.0 0.0 100.0 0.0 △ 14.3 33.3 0.0 0.0 100.0 0.0

電気機械 △ 25.0 △ 25.0 △ 37.5 0.0 62.5 37.5 △ 25.0 △ 25.0 △ 37.5 0.0 62.5 37.5

木材 14.3 △ 16.7 △ 33.3 0.0 66.7 33.3 14.3 16.7 0.0 0.0 100.0 0.0

その他 0.0 △ 16.7 0.0 7.1 85.7 7.1 7.7 0.0 △ 7.1 0.0 92.9 7.1

△ 1.1 0.0 △ 1.2 9.6 79.5 10.8 △ 1.2 3.6 8.5 15.7 77.1 7.2

卸売 4.2 △ 4.2 △ 13.0 8.7 69.6 21.7 0.0 0.0 4.4 17.4 69.6 13.0

小売 △ 6.3 12.5 0.0 0.0 100.0 0.0 12.5 12.5 12.5 12.5 87.5 0.0

建設 0.0 5.9 0.0 5.9 88.2 5.9 △ 5.9 6.3 17.6 17.6 82.4 0.0

運輸 △ 16.7 △ 27.3 △ 8.3 16.7 58.3 25.0 △ 16.7 △ 27.3 △ 8.3 16.7 58.3 25.0

サービス 0.0 0.0 22.2 22.2 77.8 0.0 0.0 20.0 11.1 11.1 88.9 0.0

その他 14.3 16.7 16.7 16.7 83.3 0.0 0.0 16.7 16.7 16.7 83.3 0.0

(注)－　回答数少数につき秘匿

[回答社数構成比]

業　　種

総合（全業種）

製造業

非製造業

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合（全業種）

製造業

非製造業

[令和6年7月実績]

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合（全業種）

製造業

非製造業

[令和6年8月～令和6年10月先行き見通し]

●7月の景況

7月の景況をみると、総合（全業種）ＤＩは△3.5となり、前月より1.4

ポイント悪化した。

（5月△0.7→6月△2.1→7月△3.5）

製造業ＤＩは△6.5。前月から1.5ポイント悪化。機械、金属、その

他で改善、食品で横ばい、繊維、電気機械、木材で悪化した。製造

業DIは2ヵ月連続の悪化となった。

非製造業ＤＩは△1.2。前月から1.2ポイント悪化。運輸、

サービスで改善、その他で横ばい、卸売、小売、建設で悪化した。

非製造業DIは3ヵ月ぶりの悪化となった。

●7月実績は、製造業、非製造業ともに悪化を示したため、総合で

1.4ポイント悪化する結果となった。

●3カ月先行き見通し

令和6年8月～令和6年10月先行き見通しは、総合（全業種）ＤＩ3.5で悪化の

見通し。前月より「好転」「悪化」ともに回答比が上がったが、「悪化」の回答比

の上昇が上回ったため、業況悪化の見通しとなった。

製造業ＤＩは△3.3。機械で改善、金属、食品で横ばい、繊維、電気機械、木

材、その他で悪化を見込む。

非製造業ＤＩは8.5。サービスで悪化、小売、その他で横ばい、卸売、建設、

運輸で改善を見込む。

好転 横ばい 悪化


